
活動団体の活動地域：北海道天塩郡豊富町

活動団体名：一般社団法人 豊富町観光協会

中間支援主体名：学校法人 北海学園大学

活動団体の活動におけるテーマ

『サスティナブルツーリズムを取り入れた滞在型観光の促進

ー 環境・観光・子育て教育・定住を統合した取り組み』

令和6年度
地域循環共生圏づくり支援体制構築事業

キックオフミーティング 資料
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活動団体と地域の紹介
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豊富町観光協会は、豊富町や宗谷管内を中心とする地域の観光宣伝及

び観光客誘致促進等に努めることにより、観光産業の健全な発展を図り、

併せて地域の産業経済の発展に寄与することを目的として活動している。

豊富町の主な観光地は、利尻礼文サロベツ国立公園に指定されたサロ

ベツ湿原、源泉に油分を含みアトピーに効能がある豊富温泉、壮大な牧

草地帯が広がる大規模草地などである。2024年に「ヘルスツーリズム認

証」を取得したことにより、健康増進を推進する道内の企業が、福利厚

生などとして豊富町や豊富温泉を利用しやすくなるように取り組みを進

めている。



地域の現状

豊富町は、急速に進展する少子高齢化や地域の人口減少、経済の縮小という過疎問題に直面し、

地域課題の解決に向けて地域産業の創出と維持発展が欠かせない。主要産業の観光業は通過型観

光であり、宿泊者数の増加、冬期の閑散期の解消が課題である。その打開策が、地域資源を活か

したワーケーションや湯治といった滞在型観光の潜在的な掘り起こしである。

地域循環共生圏の構築を通じてありたい地域の姿

本事業のキックオフイベントやワーク

ショップ等での議論から生み出していく。

想定している事業は、湯治客や企業職員、

大学生等に豊富町との関わりを深めてもら

い、また、住民にとっても持続可能な地域

づくりにつながる、地域活動への参画や交

流等を行う「サスティナブルツーリズムを

取り入れた滞在型観光」である。

町内には、本事業に関わる観光や教育子育

ての分野において、事業者やNPOなどの

「点」は20～40程度存在している。キック

オフイベント（7/3開催）やワークショップ

を通じて、これらの「点」を「面」に広げ

ていく。将来的には地域おこし協力隊制度

等を活用し、活動団体内部（または外部）

にコーディネーターを設けることを目指す。

ローカルSDGs事業として取り組む内容地域に必要なプラットフォームの体制や仕組み

活動計画（概要）

地域課題を克服する視点は、①観光産業の拡大と閑散期の解消によって雇用の創出、地域資源を

活かした地域経済循環の強靱化、②コミュニティでの対話の場づくり、③教育や子育てにおいて

外部からの刺激により、子どもたちの地元愛を育む、である。
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目指す“地域プラットフォーム”のイメージ

※これから参加を呼びかけていく組織や個人が含まれています。

足りない資源（ヒト、モノ、資金、情報、等）※地域内、外も含む
・地域体制の構築（町民参加を推進する仕組み等） ・地域全体の意識の共通
・地域資源の活用法ノウハウ、情報 ・地域外からの視点
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コアメンバー

豊富町
観光協会

豊富町
商工観光課

総務課地域振興室

豊富小学校
兜沼小中学校
豊富中学校
豊富高校
各校PTA

酪農家

観光事業者

湯治滞在者・経験者
コンシェルジュデスク

地域住民地域NPO

豊富町教育委員会

地域事業者

北海学園大学
（中間支援主体）



3か年状態目標

2026年度末の状態目標

【活動団体】
・大学生等が参加するサスティナブルツーリズムを取り入れた滞在型観光の事業を実装する。
・プラットフォームに参加しているステイクホルダーのつながりを維持・発展させ、地域循環共生圏づくりを継承する。
【中間支援団体】
・サスティナブルツーリズムを取り入れた滞在型観光の事業の実装に向けて支援を継続していく。
・大学教育として中間支援者の育成プログラムを運用していく。

2025年度末の状態目標

【活動団体】
・サスティナブルツーリズムを取り入れた滞在型観光の事業を検討し、実施を試みる。
・プラットフォームに参加しているステイクホルダーのつながりを発展させ、先進事例の教訓を活かした地域循環共生圏
づくりを検討する。

【中間支援団体】
・サスティナブルツーリズムを取り入れた滞在型観光の事業の実装に向けて、円滑な遂行を支援する。
・大学教育として中間支援者の育成プログラムを検討する。

2024年度末の状態目標

【活動団体】
・キックオフイベント開催による仲間・チームを作り、地域課題の共有とあり方、活動目標の練り上げを実施
・大学生向けの教育体験・滞在を実施し、当該地域の産業・生活・教育の実情を知ってもらい、豊富町の課題点や既存資
源の活用法を新たな目線から助言、明らかにして行く事により、地域づくりのキーポイントを発掘し今後の地域づくり
に発展させる。

【中間支援団体】
・キックオフイベントを開催し、ファシリテーター役として地域課題の洗い出しや解決策の議論、今後の活動計画の共有
等の議論を円滑遂行

・上記イベントで出た論点や疑問点に対応するため、先進地での現地調査を行い、ノウハウの取得、中間支援事業をパ
ワーアップさせる。
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4月 5月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

共通の予定

活動団体の予定①

活動団体の予定②

中間支援主体の予定
①

中間支援主体の予定
②

◆中間支援ギャザリング①

◆中間報告会ステークホルダーミーティングを1回以上開催

◆中間支援ギャザリング②

中間共有会
（ブロックごと）

経費執行可能期間

◆キックオフイベントの開催
（7/3、豊富町）

◆大学生の受入（8-9
月に若干名）

◆大学生の受入（2-3
月に若干名）

ステークホルダーミーティングを2ヶ月に1回程度開催

若者による豊富町
の課題摘出、地域
での対話活動

若者による豊富町
の課題摘出、地域
での対話活動

◆成果報告会の開催
（1-2月頃、豊富町）

◆派遣大学生へ
の事前研修

◆派遣大学生へ
の事前研修

ワークショップを3回開催（9、11。1月を予定）

◆先進事例の視察
（道内を予定）

中間支援者育成の教育プログラムの検討

活動計画



中間支援主体より

中間支援主体の紹介

活動団体の取組へのコメント、中間支援の方針・計画

北海学園大学は、5学部、6研究科に約8,500名の学生・大学院生が在籍する総合大学である（札幌市に

所在）。

開発研究所は、経済・経営・法学・人文・工学の各学部教員130名以上と学外の研究者が参加し、北海

道における地域開発研究の中心として「地域に貢献するシンクタンク的機能」、「開発資料センターとし

ての機能」、「国際的共同研究機能」を果たすことを目指している。また、地域連携推進機構は、いかに

持続可能な地域と自治体を創造していくか、地域課題解決のため「地域と大学のマッチング」に取り組ん

でいる。本学は、2021年に豊富町との間で「包括連携協定」を締結した。

6

本事業に関わる担い手は町内に多数存在して

いる。「面の状態」に拡張するための仲間づく

りが課題である。そこで、中間支援の打ち手は

２つを準備している。

1）大学教員は専門的な知見をオーダーメイドで

提供する。また、地域でのコーディネートや

ファシリテーターを担う。

2）大学生は豊富町に1-2週間滞在して体験活動

に従事し、産業や生活、教育の実情を知り、

住民や関係者と交流し、コーディネターや

ファシリテーターを担う。

豊富町内での観光産業、教育・子育て活動、

環境保全活動などでは多様な主体が取り組み、

所定の成果をあげている。しかしながら、これ

らの活動は、領域毎に取り組まれているいわば

「点の状態」であり、分野横断の「面の状態」

に再構築すると、より効果的で相乗的に地域課

題の解決に向けて取り組むことができる。

観光協会は、適切な支援を得られると、異分

野の教育・子育ての要素を絡めて活動を拡げて

いく可能性を有している。

■打ち手■見立て
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